
 

 

 

 

 
 

 

6月 22日、北陸地方で梅雨入りの発表がありました。平年より 11日遅く、昨年より 13日遅い梅雨入

りだそうです。6月下旬の梅雨入りは 7年ぶりの遅さとなります。遅れていた梅雨入りですが、これから本

格的な雨のシーズンとなります。今年は「短期集中型」の雨の降り方をする可能性があります。北陸地方で

は 2年連続で線状降水帯が発生していることもあり、今年も線状降水帯などによる大雨に警戒が必要で

す。引き続き天候に留意しながら、マチコミメールを通して子どもたちの安全のために早めの注意喚起を 

促していきたいと思います。保護者の皆様もご協力をお願い致します。 

 

今年はどれだけ泳げるようになるかな？  

昨年度のように「暑すぎて水泳学習が中止」となることを避

け、今年度は水泳学習の時間を確保するため、５月２８日（火）に

プール清掃を行いました。５・６年生はプールの中を、４年生はプ

ールサイドを中心に掃除をしてくれました。錆びているところも

ペンキがはげ落ちているところも樋川小学校のこれまでの歴史

ですね。 

６月３日（月）には、プール開きを実施しました。プール開きを

早めたおかげで、既に６回プールに入った学年もあります。 

 

 

 

 

 

 

このプールともこの夏でお別れとなります。たくさん利用して泳ぎが上達して、この夏の楽しい思い出の

1ページにしてほしいと思います。なお、夏休みのプール開放は７月２２日（月）～８月９日（金）の１５日間を

予定しています。気温や暑さ指数、雷情報等を参考に開放を決定する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 ６年 ６月２５日 

樋川小学校 No ５ 

 文 責 屶網 清美 
 

学校教育目標 自ら考え主体的に行動し、共に伸びる樋川っ子 ～「成長・感謝・希望」の１年～ 

真 心   
 



 算数や科学の面白さを味わいました ～算数教室・科学教室～  

算数教室 中西清二先生 科学教室   木谷誠治先生 

6月 11日（火） 6月 11日（火） 6月 13日（木） 6月 21日（金） 

5年生 6年生 5年生 6年生 

マッチ棒クイズ 

 等式が成立するようマ

ッチ棒を動かすクイズに

挑戦しました。初めは難

しそうな表情をする児

童もいましたが、問題を

解決していくうちにマッ

チ棒をどのように動か

せば良いのかポイントを

つかんでいき、正解する

児童が増えていきまし

た。その後、友だちと自

作の問題を出し合って、

活動していました。 

 

 

 

 

 

数列・メビウスの輪 

 簡単な数字の並びか

らフィナボッチ数列の問

題へと発展し、いろいろ

な見方で規則性を見つ

ける面白さを味わいま

した。 

 いろいろなつなぎ方

をした紙テープを切る

と、どのような形ができ

るのか考えました。次第

に難易度が高くなり、ハ

ートの形もできるように

なりました。想像力を働

かせて考えていました。 

 

 

光の不思議を探ろう 

 顔がへこんだ犬の模型を片目でみて，犬の顔が

立体的に浮かび上がることを確認し自分の立ち位

置を変えると，犬の目線が自分の方に向いてくる

こと（この現象を「錯視」という）を確認しました。 

光が波になって目に届く性質を利用して、発光

シートや紙コップを用いてオリジナルの万華鏡を作

りました。穴を覗くと、いろいろな色や形に変わる

ことを体験しました。友だちとオリジナル万華鏡を

取り換えて、それぞれの美しさを味わっていまし

た。 

その他にも科学の不思議や面白さをたくさん教

えてくださいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
令和６年度樋川小学校閉校のため、始業式・終業式の日が例年と異なります。 

１学期終業式 ⇒  ７月１９日（金）    ★２学期始業式 ⇒  ８月２８日（水）   

２学期終業式 ⇒ １２月２４日（火）     ３学期始業式 ⇒  １月  ８日（水）   

★３学期終業式・令和６年度修了式  ⇒ ３月１８日（火） 

★樋川小学校閉校式・閉校記念式典 ⇒ ３月２３日（日） 

６月２７日（木） 

  

今年度２回目の授業参観です。 

授業参観後、体育館にて PTA 保健成

人教育委員会主催の教育講演会を行い

ます。羽咋警察署の方をお招きし、「ネッ

トの被害者、加害者にならないために」と

いうテーマでお話があります。 

児童と共にお話を聞いていただき、家

庭でも親子で話し合う機会をもたれるこ

とが大切だと思います。 

是非、ご参観ください。 

中西清二先生、木谷誠治先生 

ありがとうございました 


